
辞書　し諷誓誓㌘　第日号

東京真田町の会第20回総会と懇親会のご案内
昨年に続いて記録的な早さで訪れたさくらも終わり、さわやかな新緑の季節となりました。東京真田
町の会の皆様にはお健やかにお過ごしの事と存じます。いつも役員並びに会員の皆様には多大なご協力

を頂きまして、誠に有り難うございます。

本年も「第20回の総会と懇親会」を下記により開催することになりました。ふるさとからも来賓の
ご出席をいただく予定となっております。なお今年のアトラクションには見て踊って楽しむ芸「かっぽ

れ」と全員参加ゲーム（「ビンゴ」または「大抽選会」）を計画しております。会員の皆様には公私共に
ご多忙の中を恐縮に存知ますが、万障お繰り合わせの上ご出席くださいますようお願い申し上げます。

平成19年4月吉日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　中　島　正　江

記

期　　日

会　　場

受　　付

総　　会

懇親会・ア

懇親会費

平成19年6月10日（日）

アルカディア市ヶ谷（私学会館）

千代田区九段北4－2－25
‘駄　03－3261－9921

11時30分より

12時～12時40分

トラクション

13時00分～15時30分

9，000円

年会費　　1，000円

※　準備の都合上、出欠のご連絡は同封のハガキ

で5月15　日までにお顧いします。また、締

切後でも出席ご希望の方は、ハガキか電話で
ご連絡の上ご出席下さい∩

闇劾Dゲーム’
「ビンコ？日大抽還会？」当日まで謎のお楽しみで

す日　【当り】匂劾砂何かもらえます＝

※　参加申込後、欠席に変更の方は速やかにご連

絡下さい。

※　お問合せ・ご連絡は下記へお顔いします。

会　長　　　中島正江　　取　03－3702－1385

事務局　　　山口元彦　　取　03－3815－3344

総会担当　　飯島慶三郎　取　0422－2卜8594

※　交　通（次の各駅から徒歩約2分）

営団有楽町線・南北線市ヶ谷駅A1－1出口

都営新宿線市ヶ谷駅A1－1A4出口

JR中央総武線市ヶ谷駅

アルカディア市ヶ谷（私学会館）
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会
の
行
事

親
睦
旅
行
会

今
年
の
親
睦
旅
行
会
は
左
記
の
よ

う
に
「
風
林
火
山
ゆ
か
り
の
地
諏
訪
方

面
」
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
っ

記

宿
泊
　
白
樺
湖
レ
イ
ク
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

「
山
幸
閣
」

集
合
　
新
宿
駅
西
口
「
安
田
生
命
ビ
ル
」

前
、
午
前
九
時
集
合
・
出
発

期
日
　
十
一
月
十
一
日
　
（
日
）
　
～

十
二
日
（
月
）

会
費
　
男
性
一
七
、
0
0
0
円

女
性
一
六
、
〇
〇
〇
円

概
要
　
十
一
月
十
一
日
　
新
宿
駅
西
口

「
安
田
生
命
ビ
ル
」
前
～
首
都
高
速
初

台
～
中
央
自
動
車
道
経
由
～
諏
訪
托

～
お
ぎ
の
や
諏
訪
店
・
昼
食
～
諏
訪
大

社
（
上
・
下
社
参
拝
）
～
北
沢
美
術
館
等

～
白
樺
潮
レ
イ
ク
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
　
「
山

幸
閣
」
（
一
六
時
着
）
宴
会
（
十
八
時
～
）

十
一
月
十
二
日
　
朝
食
（
八
時
）
～
自

由
行
動
～
昼
食
（
十
一
時
十
五
分
）
ホ
テ

ル
出
発
（
十
二
時
）
～
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン

車
山
・
霧
ヶ
峰
、
又
は
蓼
科
・
横
谷
渓

谷
経
由
に
て
ド
ラ
イ
ブ
～
信
州
の
ざ
わ

な
セ
ン
タ
ー
・
お
土
産
タ
イ
ム
～
諏
訪

に
～
中
央
自
動
車
道
経
由
～
首
都
高

速
新
宿
～
新
宿
駅
西
口
到
着
（
十
六
時

三
十
分
）

参
加
申
込
締
切
　
十
月
十
五
日
（
月
）

申
込
先
　
金
子
　
誠
　
担
当
理
事

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

〇
四
八
－
五
九
一
－
四
七
二
八

お
申
し
込
み
の
皆
様
に
は
後
日
参
加

者
名
簿
等
の
資
料
を
お
送
り
致
し
ま
す
。

親
睦
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
は
今
年
も

武
蔵
野
線
新
座
駅
近
く
の
〝
高
藤
園
野

火
止
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
　
″
で
左

記
に
よ
り
開
催
致
し
ま
す
。
大
勢
の
皆

様
の
御
出
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

記

期
日
　
五
月
二
十
六
日
（
土
）

集
合
　
武
蔵
野
線
新
座
駅
、
十
時

会
費
　
千
円
（
お
土
産
付
）

申
込
先
　
荻
原
啓
治
担
当
理
事

（
昼
）
〇
九
〇
－
八
四
四
二
－
二
三
一
七

（
夜
）
　
〇
三
－
三
三
一
五
－
五
九
三
〇

春
季
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

東
京
真
田
町
の
会
の
春
季
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会
は
、
四
月
十
一
日
（
水
）
群
馬

県
富
岡
市
の
富
岡
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
当
会
の
コ
ン
ペ
で
は
稀
な
晴
天
に
恵

ま
れ
、
絶
好
の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
の
も
と

に
会
員
一
五
名
の
参
加
で
行
な
わ
れ
た
。

新
ぺ
リ
ア
に
よ
る
H
C
戦
の
入
賞
者

は
優
勝
永
井
哲
夫
、
二
位
堀
内
幹
本
、

三
位
堀
内
　
福
、
べ
ス
グ
ロ
堀
内
政
、

シ
ニ
ヤ
・
女
性
部
門
優
勝
堀
内
幹
本
の

皆
さ
ん
で
し
た
。

め
っ
た
に
な
い
好
天
気
に
恵
ま
れ
た

た
め
か
、
超
蒙
華
な
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で

の
さ
さ
や
か
な
ア
フ
タ
ー
ミ
ー
テ
√
ン

グ
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

真
田
地
域
ゴ
ル
フ
大
会

第
二
回
ゴ
ル
フ
大
会
が
左
記
に
よ
り

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
当
会
の
皆
様

も
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
参
加
者
に

は
、
後
日
詳
細
内
容
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
っ

記

期
日
　
六
月
二
十
四
日
　
（
日
）

場
所
　
菅
平
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

費
用
　
参
加
費
二
、
〇
〇
〇
円

プ
レ
ー
費
等
は
各
自
精
算
で
す
。

（
特
別
料
金
で
約
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

東
京
真
田
町
の
会

秋
季
ゴ
ル
フ
大
会
予
定

期
日
　
平
成
十
九
年
十
月
初
旬

場
所
　
群
馬
県
内
の
予
定

ゴ
ル
フ
同
好
会
員
の
皆
様
に
は
開
催

一
ケ
月
前
頃
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

一
般
会
員
の
御
出
場
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
堀
内
　
福

担
当
理
事
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ゴ
ル
フ
同
好
会
会
員
募
集

現
在
の
ゴ
ル
フ
同
好
会
会
員
は
3
0

名
で
す
。
ゴ
ル
フ
愛
好
家
の
新
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
お
申
込
み
は
次

の
担
当
理
事
ま
で
お
廉
い
致
し
ま
す
。

堀
内
　
福

℡
　
〇
四
・
二
九
五
八
二
五
七
八

メ
ー
ル
　
t
h
O
r
i
u
t
i
∽
N
芝
⑧
y
b
b
．
n
e
．
j
p

荻
原
啓
治

℡
　
〇
三
・
三
三
一
五
・
五
九
三
〇

携
帯
〇
九
〇
・
八
四
四
二
・
二
三
一
七

一
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真
田
公
民
館
だ
よ
りから

平
成
十
九
年
成
人
式
開
催

年
明
け
の
1
月
7
日
に
合
併
後
初
め

て
の
成
人
式
が
、
雪
の
中
市
内
7
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上
田
市
全
体
で

二
　
七
七
〇
名
が
新
成
人
と
な
り
、
大

人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
真
田
地

域
で
は
、
該
当
者
一
六
一
名
の
う
ち
一

二
五
名
の
方
が
会
場
の
真
田
公
民
館

（
文
化
会
館
）
の
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

地
域
歴
史
講
座
開
催

真
田
幸
隆
と
川
中
島
合
戦

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
　
「
風
林
火
山
」

に
登
場
す
る
真
田
幸
隆
に
つ
い
て
学
ぶ

講
座
が
真
田
公
民
館
と
八
幡
原
古
戦
場

な
ど
（
現
地
研
修
）
で
昨
年
か
ら
5
回
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
武
田
信
玄
の
腹
心
と
な

っ
た
真
田
幸
隆
」
　
（
日
月
1
8
日
）
、
「
幸

隆
の
山
城
と
居
館
」
　
（
1
2
月
1
6
日
）
、

「
村
上
義
清
と
幸
隆
の
戦
い
」
　
（
1
月
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1日本人のルーツは3万年程前に渥来した縄文人（狩猟：山岳住）！

Iと2，300年前に渥来した弥生人（農耕‥里山住）ですか、宇目ではl

l単一民族のように見事に融和しています．共にモンコール系の故

lか、先住民と侵略民？ガ対等の立場・シェアーで共存し、融合言

1悪く2段活用…縄文人由来：4段活用…弥生人由来）を使う、稀有

lな民族だと言えるようです．

l Y染色体による男性の世界的系統図の研究書によると縄文人

lは大陸では滅亡し、弥生人も1～2％シェアの完全な落ちこぼれの

l由。島国で資源に乏しい日本は、侵略されることもなく自然に温

l和で勤勉な民族を育んでくれたのでしょうか。

l　（うめくさ記事です…軽く読んで下さい。武捨）

－　　　つ　　．－．．＿．

2
0
日
）
、
「
川
中
島
合
戦
　
山
本
勘
助
と

幸
隆
」
（
2
月
1
7
日
）
、
「
（
現
地
研
修
）
長

野
市
八
幡
原
古
戦
場
、
妻
女
山
、
海
津
城

な
ど
」
　
（
3
月
1
7
日
）
で
し
た
。

真
田
地
域
の
児
童
数
の
変
遷

（
日
用
は
確
定
前
数
値
）

1
　
堀
篭
道
子
（
中
横
道
・
上
原
）

昨
年
は
4
月
7
日
～
7
月
1
5
日
ま
で

1
0
1
日
間
の
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
に
挑
戦
、

今
年
も
5
月
8
日
～
6
月
1
5
日
追
南
洋

ク
ル
ー
ズ
に
予
定
を
組
ん
で
お
り
ま
す

の
で
、
た
ぶ
ん
欠
席
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
っ

2
　
内
海
辰
二
（
大
庭
）

年
会
費
を
お
送
り
致
し
ま
す
。

3
　
内
海
宏
光
（
大
庭
）

ユ
ー
タ
ー
ン
し
て
2
年
8
ケ
月
が
経

ち
ま
し
た
っ
春
は
フ
キ
取
り
、
ワ
ラ
ビ
取

り
、
秋
に
は
キ
ノ
コ
狩
と
、
又
、
漬
物
も

沢
庵
・
野
沢
菜
等
、
自
分
で
栽
培
か
ら
樽

凍
け
ま
で
行
い
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
〝

田
舎
暮
ら
し
最
高
″

4
　
大
久
保
治
夫
（
大
日
向
）

前
年
分
未
納
か
も
…
と
り
あ
え
ず
二

千
円
を
振
込
み
ま
す
。
（
日
本
ダ
ボ
ス
の
）

表
紙
の
写
真
、
素
晴
ら
し
い
で
す
ネ
ー
・
但

し
　
「
う
」
が
余
分
で
し
た
？

5
　
海
瀬
　
孟
（
曲
尾
）

真
田
町
の
便
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

6
　
神
林
公
三
郎
（
竹
室
）

平
成
1
8
年
分
送
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
顧
い
致
し
ま
す
。

7
　
谷
口
文
枝
（
横
尾
・
北
沢
）

会
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ふ

る
さ
と
の
風
景
を
拝
見
し
て
、
こ
ん
な
に

美
し
い
所
が
あ
っ
た
の
か
し
ら
と
再
発

見
を
し
て
お
り
ま
す
。

8
　
久
保
宗
一
（
横
沢
）

何
時
も
お
手
数
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

9
　
高
柳
キ
ヌ
（
横
沢
・
栗
林
）

会
報
の
　
「
日
本
ダ
ボ
ス
」
　
を
い
つ
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
ふ
る
里

は
い
い
で
す
ね
っ

川
　
小
市
利
雄
（
大
畑
）

大
変
お
世
話
さ
ま
に
な
り
ま
し
た
が

1
9
年
度
以
降
は
一
身
上
の
都
合
で
退
会

と
さ
せ
て
下
さ
い
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

〓
　
関
谷
ト
ヨ
子

何
時
も
東
京
真
田
町
の
会
で
は
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
1
8
年
の
年
会
費
千
円
を
お
送
り

致
し
ま
す
。
ご
査
収
下
さ
い
ま
せ
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1
2
　
飯
島
ま
き
枝
（
穴
沢
・
西
牧
）

「
日
本
ダ
ボ
ス
」
何
時
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
育
ん
だ
山
川
風
景
が
沢

山
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
楽
し
ま
せ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
係
各
位
の
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
振
替
用
紙
、
忘
れ
ず
に
お
額
い
し

ま
す
。1
3
　
堀
内
耕
吾
（
下
横
道
）

「
日
本
ダ
ボ
ス
」
ご
送
付
頂
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
は
必
ず
出
席
致
し

ます。
1
4
　
庄
司
み
つ
子
（
田
中
・
堀
内
）

H
1
6
年
か
ら
真
田
町
に
住
ん
で
お
り

ま
す
。
退
会
し
ま
す
。
長
い
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1
5
　
半
田
幸
二
田
中
）

い
つ
も
御
世
話
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

比
の
所
欠
席
さ
せ
て
頂
い
て
申
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
昨
年
御
支
払
い
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
分
お
く
れ
て
何
と
も
申
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
今
年
は
出
席
出
来
ま
す
様

頑
張
っ
て
居
り
ま
す
。

1
6
　
小
山
藤
子
（
大
庭
・
三
井
）

お
世
話
様
で
す
。
去
年
ご
ろ
か
ら
会
費

忘
れ
て
未
納
か
と
思
い
2
年
分
お
送
り

し
ま
す
。
1
7
　
森
本
幹
生
（
入
軽
井
沢
）

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
皆
々

様
、
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
様
に
、
（
年
会

費
千
円
と
合
せ
て
送
金
し
ま
す
）

1
8
　
北
澤
り
ん
（
上
横
道
・
柳
沢
）

役
員
の
皆
様
方
ご
苦
労
様
で
す
。
本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

1
9
　
山
等
静
次
（
横
尾
）

住
所
変
更
（
し
ま
し
た
）

2
0
　
横
山
た
か
子
（
大
畑
・
横
沢
）

住
所
、
下
記
の
と
お
り
で
す
の
で
訂

正
願
い
ま
す
。
（
平
成
1
6
年
4
月
l
日
に

転
居
い
た
し
ま
し
た
）

2
1
　
若
林
幸
一
郎
（
大
日
向
）

会
費
以
外
は
寄
付
し
ま
す
。

2
2
　
荒
木
廣
之
（
下
原
）

荒
木
と
く
子
（
妻
）
は
平
成
1
7
年
1
2

月
2
0
日
逝
去
し
ま
し
た
。

2
3
　
荒
木
武
太
郎
（
大
畑
）

死
亡
に
よ
り
退
会
い
た
し
ま
す
っ



真田地域の平成19年度の自治会長さんが決まりました。地域自治連合会良は真田区の佐藤公至さんです。

◎東田地域自治連会長　○同副会長　（敬称略）

村本旨代春　　　　岡　　保　三井　常義　　　　下　郷　沢　　若林　芳男

唐沢　勝繋　　　　傍陽中組　武捨　純夫　　　　′ト玉上郷沢　　田中　房夫

倉島　盛茂　　○　大　　庭　飯島　功　　　　　赤　　井　若林　巧

久保　孝則　　　　曲　　尾　本島　辿雄　　　　下　　壕　横沢　之規

佐藤　公宅　　　　萩　　　　　牧内　達夫　　　　竹　　　室　　高寺　誠

大久保文雄　　　　田　　中　柄渾　春雄　　　　荒　　井　　一本槍正弘

舟　滝沢健一郎　　　　下　横　道　堀内東洋男　　　　中　　原　　荻原　昇一

沢　　塚田　正勝　　　　　中　横　道　　堀内　正則　　　　　表　　　木　　佐藤　進

つ　く　し　　中島　正帆　　　　上　横　道　柳沢・文人　　　　大　　畑　横沢　勝登

横　　尾　木島　浮　　　　　穴　　沢　半田　正憲　　　　下　　原　　含集　啓

四　日　市　金井　静春　　　　三　島　平　堀内　秀昭　　　　町　　原　荻原　周

人軽井沢　′ト林　章夫　　　　上　　原　　小林　敏彦　　○　出　　　早　　内田　雅久
－　●　－　●　－　●　－　●　－　●　■■　●　－　■　■1－　●　－　●　－　●　－　■　－　■　－　●　－　■　－　●　■－　●　－　●　－　●　－　●　－　■　■－　●　－　■　－　●　－　●　－　■　－　●　■■一一　●　－　●　－　●　■■　●

新会員ご紹介のお廉い

会員の皆様にはいつも会の運営にご協力を傾き誠に有難うございます。会員相互の出会いと親睦、ふるさと真

田町との交流の親密化を目的に誕生した東京貞田町の会も、19年の歴史を刻み先輩役員のご努力、会員の皆様の

ご協力、そして真田町当局のご支援により一人前の同郷会に成長しつつあり、誠にご同慶の至りでございます。

東京亮田町の会が更に充実し、発展し続けるためには会員の増加が何にもまして重要と思われます。皆様の友
人、知人のなかに東京真田町の会の会員に推薦できる方が居られましたら、会長または役員まで是非ごγ一報頂き

たく、宜しくお顔い申し上げます。

連絡先　中島正江　〒158－0091東京都世田谷区中町4－35－17E Tel・FaxO3－3702－1385

年会費納入のお顔い

平成18年度の年会費1，000円未納の方は、郵便振替（口座番号：00110－1－255577、加入者名：東京寅田町の

会）にてお振込み下さい。振込み料は無料です。よろしくお願い致します。

会報「日本ダボス」第20号発行についてのお廉い

「東京真田町の会」会員の皆様には平素より会の運営に多大なご協力を頂き厚くお礼申し上げます。

今年も日本ダボス第20号を12月末に発行すべく準備を進めております。日本ダボスは、会員約540名と真田

町地域約3．800戸に送られます。東京真田町の全会員にはもちろん、ふるさと寅田町地域にも会員の皆様方のご

活躍ぶりをお伝えする良い機会です。

毎年のことで恐縮ですが「掲載記事の寄稿・投稿」、「ふるさとの思い出のスポットの写真の提供」と「広告の

掲載Jにご協力を賜りますよう切にお願い申し上げます。

寄稿・投稿は武捨街人理事、広告は飯島慶三郎副会長が担当しております。宜しくお廉い致します。

日本ダボス第卸号の掲載原稿・広告の締切りは10月10日です。

☆寄稿・投稿の原稿は2，400字以内で、顔写真と共にメールに添付するか郵便で次の担当理事までお送り下さい。

また、総会の出欠連絡用ハガキに近況を記入頂けば「日本ダボスj　に掲載致します。
〒番号　359－1145　　埼玉県所沢市山口5040、39－5－405　武捨衛人

Tel／Fax O472949－4776、E一肌ail nrrnusya軌1ifttV．川m（変哲LまLた）

☆広告原稿は次の担当副会長までお送り下さい。広告代のお支払いは会報発行時に請求書と振込み用紙をお送り

致しますので御利用下さ情

広告料　　名刺サイズ　　　　　　　タテ　7．5C皿　×ヨコ3．5cm　　　　　10，桐0円

1／3頁　　　　　　　タテ　7．5cm Xヨコ17．5cm　　　　　　30，000円

1／2頁　　　　　　　タテ11．0cm　×ヨコ17．5cm　　　　　　50．000円

1頁　　　　　　　　タテ23．0cm　×ヨコ17．5CⅦ　　　　　100，000円

〒番号　180－0002　　　　　東京都武威野市吉祥寺東町2－33－18　飯島慶三郎

Tel／Fax O42－詑卜8594　携帯　090－3514－3502

し　ら　か　ば通信（平成19年4月訪日　発行

発行　　東京真田町の会　　　会長　中　島　正　江

L581）091東京都世田谷区中町4－35－17E TEL・FAX O3－3702－1385

TEL　03－3815－3344　FAX O3－3815－3341

TEL・FAX O4－2949－4776
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